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日
向
市
と
東
郷
町
の
合
併
記
念
式
典
は
、

２
月
25
日
、
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

日
向
市
民
と
旧
東
郷
町
民
や
関
係
者
な
ど
約

８
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
安
藤
忠
恕
宮
崎
県
知
事
を
は

じ
め
、
今
年
で
友
好
都
市
の
盟
約
締
結
か
ら

ち
ょ
う
ど
20
年
目
を
迎
え
た
中
国
の
　
坊
市

の
代
表
な
ど
多
く
の
来
賓
が
臨
席
。
黒
木
健

二
日
向
市
長
は
、「
合
併
を
契
機
に
、
日
向

市
の
『
黒
潮
文
化
』
と
東
郷
町
の
『
森
林
文

化
』
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
面
的
で

多
彩
な
顔
を
持
つ
街
を
形
成
し
、『
合
併
し

て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
両
市
町
の
合
併
に
尽
力
し
た
合

併
協
議
会
委
員
（
両
市
町
の
議
会
推
薦
委
員

を
除
く
）
10
人
を
代
表
し
て
、
塩
月
智
惠
子

さ
ん
（
日
向
市
）、
都
甲
哲
郎
さ
ん
（
東
郷
町
）

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
大
御
神
社
天
翔

獅
子
と
坪
谷
小
学
校
児
童
に
よ
る
牧
水
の
う

た
の
披
露
、
日
向
市
歌
の
斉
唱
と
続
き
日

基
秀
日
向
商
工
会
議
所
会
頭
の
万
歳
三
唱
で

式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

合
併
前
に
東
郷
町
で
あ
っ
た
区
域
に
は
、

地
域
自
治
区
を
設
置
し
ま
す
。
地
域
自
治
区

に
は
、
そ
の
区
域
の
住
民
で
構
成
す
る
地
域

協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

「
み
ん
な
で
創
造
、
未
来
に
　

は
ば
た
く
豊
か
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て

日向市・東郷町合併記念式典が２月25日、日向市文化交流セン
ターで開かれました

日
向
市
に
は
、
美
々
津
か
ら
細
島
に
至
る
海
岸
線
を
生
か
し
た
「
黒
潮
文
化
」「
街

の
文
化
」
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
東
郷
地
域
に
は
豊
か
な
森
林
資
源
を
生
か

し
た
環
境
の
世
紀
で
あ
る
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
「
森
林
文
化
」
が
根
付
い
て
い
ま

す
。
地
理
的
に
も
、
歴
史
的
に
も
、
ま
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
関
係
が
深
い
日

向
市
と
東
郷
町
の
合
併
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
向
市
の
人
口
は
、
６
万
３
４
５
４
人
（
３
月
１
日
現
在
）
と
な
り
、
面
積
は
、
３

３
６
・
29
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。

日
向
市
・
東
郷
町
合
併
記
念
式
典

地
域
自
治
区
を
設
置
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地
域
協
議
会
で
は
、
区
域
の
こ
と
に
関
し

て
市
長
か
ら
諮し

問
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、

住
民
参
画
に
よ
る
住
民
と
行
政
と
の
協
働
関

係
の
構
築
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
協
議
会
の
委
員
は
、
区
域
内
の
住
民

の
中
か
ら
20
人
以
内
を
市
長
が
選
任
し
、
任

期
は
２
年
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
は
住
民
一
人
ひ
と

り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
と
い
う
考
え
に

立
ち
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
は
自
分
た
ち

で
良
く
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
が
、
合

併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
大
切
で
す
。
日

向
・
東
郷
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計

画
）
に
掲
げ
ら
れ
た
、
新
「
日
向
市
」
の
目

指
す
「
み
ん
な
で
創
造
、
未
来
に
は
ば
た
く

豊
か
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

「みんなで創造、未来にはばたく
豊かなまち」の実現に向けて

新「日向市」
の地図

■人　口 63,454 人
男 29,845 人
女 33,609 人
世帯数 23,969 世帯

■面　積 336.29k㎡

東郷町地域自治センター

（平成18年3月1日現在）
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第
12
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ

日
向
岬
が
３
月
12
日
、
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
２
キ
ロ
の
部
（
小
学
生
親
子
ペ
ア
、
小

学
３
〜
６
年
男
女
）、
５
キ
ロ
の
部
（
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
の
男
女
）、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
部
（
高
校
生
男
女
、
一
般
男
女
年

代
別
）
で
競
い
ま
し
た
。

遠
く
は
京
都
、
和
歌
山
な
ど
、
県
内
外
か

ら
１
、３
７
８
人
が
参
加
登
録
。
最
高
齢
者

は
５
キ
ロ
の
部
（
70
歳
以
上
）
に
出
場
し
た

西
村
由
蔵
さ
ん
（
83
歳：

京
都
府
）
で
し
た
。

２
キ
ロ
を
親
子
ペ
ア
で
走
る
種
目
が
大
人

気
。
な
か
良
く
、
楽
し
そ
う
に
走
っ
て
い
ま

し
た
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
、
日
向
岬
を
周

回
す
る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
で

競
い
、
参
加
者
た
ち
は
、
雄
大
な
自
然
の
中

を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

IN日向岬

55
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市市政政のの動動きき

多
数
の
死
傷
者
を
想
定
し
た

集
団
災
害
事
故
救
急
救
護
訓
練
を
実
施

提
案
事
業
を
募
集

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
応
援
し
ま
す

市
民
主
体
に
よ
る
元
気
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
、

地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

審
査
の
う
え
、
選
考
さ
れ
た
事
業
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
募
集
事
業
の
内
容

募
集
す
る
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業

・
公
共
性
の
あ
る
事
業

・
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業

●
応
募
で
き
る
団
体

・
市
内
で
活
動
す
る
非
営
利
活
動
団
体

（
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
・
自
治
会
等
）

・
５
人
以
上
の
会
員
が
い
る
こ
と

・
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が
あ
る
こ
と

・
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
行
う
団
体

で
な
い
こ
と

な
ど
一
定
の
条
件
を
み
た
す
も
の
。

●
提
出
書
類

①
企
画
提
案
書
②
事
業
計
画
書
③
収

支
予
算
書
④
運
営
に
関
す
る
規
約
等
⑤

会
員
名
簿
、
な
ど
。

●
募
集
期
間

平
成
18
年
４
月
28
日
ま
で
。

●
審
査
及
び
選
考

審
査
会
に
よ
る
書
類
審
査
、
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
事
業
内
容
説
明
）

を
行
い
、
補
助
金
交
付
団
体
を
選
考
し

ま
す
。

『
審
査
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
』

市
民
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
事
業
を
審

査
す
る
審
査
会
の
委
員
を
同
時
に
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
人
数

２
人
程
度

●
対
象

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
満

20
歳
以
上
の
人

●
募
集
期
間

平
成
18
年
４
月
28
日
ま

で
。

●
任
期

２
年

募
集
や
事
業
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
・
申
請
等
に
つ
い
て
は
市
民
協
働
課

（
1
52
―
２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
集
団
災
害
事
故
救
急
救

護
訓
練
が
３
月
11
日
、
大
王
谷
運
動
公

園
で
あ
り
、
日
向
警
察
署
、
日
向
市
東

臼
杵
郡
医
師
会
、
上
日
向
自
動
車
㈱
、

消
防
団
な
ど
関
係
機
関
、
１
４
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

市
内
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

５
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
が
崩
壊
、
通
常

の
出
動
体
制
で
は
対
応
で
き
な
い
多
数

の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
を
想
定
し
て
、

傷
病
者
の
救
護
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
を

訓
練
し
ま
し
た
。
訓
練
開
始
後
、
ま
ず
、

状
況
の
連
絡
を
受
け
た
消
防
長
が
市
長

に
事
故
発
生
を
連
絡
。
ま
た
、
各
機
関

に
も
出
動
を
要
請
し
ま
し
た
。

大
学
病
院
へ
の
搬
送
を
想
定
し
て
の

訓
練
も
あ
り
、
黒
木
市
長
が
防
災
救
急

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
電
話
で
要
請
。

宮
崎
県
防
災
救
急
航
空
隊
が
乗
っ
た
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
陸
上
競
技
場
に
飛
来
し

て
着
陸
と
離
陸
を
行
い
ま
し
た
。

病
気
や
ケ
ガ
の
緊
急
度
や
重
傷
度
に

よ
っ
て
、
治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位
を

決
め
る
識
別
表
（
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ

グ
）
を
傷
病
者
に
付
け
る
訓
練
も
あ
り

ま
し
た
。

医
師
、
救
急
救
命
士
、
救
急
隊
員
な

ど
が
、
区
分
に
応
じ
た
色
が
最
下
位
に

な
る
よ
う
に
切
り
取
ら
れ
た
識
別
表
を
、

手
順
を
確
認
し
な
が
ら
傷
病
者
の
手
首

や
足
首
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
時
間
で
訓
練
は
終
了
。
黒

木
市
長
は
講
評
で
「
今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
訓
練
を
通
し
て
、
各
関
係
機
関
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
し
た

市
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
を
平

成
18
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
申
請
受
付
の

方
法
や
補
助
内
容
等
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
と
は
、

旧
日
向
市
に
お
い
て
市
内
産
業
の
活
性

化
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
市
独
自

の
緊
急
地
域
経
済
対
策
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
市
民
が
自
ら
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
（
借
家
、
店
舗
等

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
を

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

＊
こ
の
事
業
で
市
内
事
業
者
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
を
希
望

す
る
人
は
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
契
約
管
理
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
た

だ
し
、
市
の
建
設
業
者
等
有
資
格
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市
内
事
業
者
は
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
除
き
、
建
築
後
１
年
を
経
過
し
て
い

る
も
の
）
に
つ
い
て
改
修
等
を
行
う
場

合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
よ
う
と
す

る
事
業
で
す
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
修
及
び
増
築

・
壁
紙
、
床
板
の
張
り
替
え
、
屋
根
、

外
壁
の
塗
り
替
え
等

・
そ
の
他
、
住
宅
本
体
に
関
す
る
設
備

工
事
（
一
部
制
限
あ
り
）

●
主
な
補
助
の
条
件

①
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
総
額
が

50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
②
市
内
の
事

業
者
が
工
事
を
行
う
こ
と
③
市
の
承
認

を
受
け
て
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
④
市

税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
⑤
こ
れ
ま
で

に
本
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と●
補
助
金
の
額

対
象
工
事
費
の
15
％
（
最
高
15
万
円
）

●
申
請
の
受
付

・
第
１
回
受
付
　
４
月
10
日
〜
４
月
28
日
　

（
工
事
期
間
６
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

・
第
２
回
受
付
　
７
月
10
日
〜
７
月
31
日

（
工
事
期
間
９
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

・
第
３
回
受
付
　
10
月
10
日
〜
10
月
31
日

（
工
事
期
間
12
月
１
日
〜
２
月
28
日
）

●
申
請
書
配
布
及
び
提
出
先
　

商
工
港
湾
課
及
び
東
郷
町
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
産
業
振
興
課

●
補
助
の
決
定

補
助
申
請
額
の
合
計
が
予
算
額
を
超

え
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
港
湾
課
（
1
52
―
２
１
１
１
）
ま

で
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
、

ま
た
は
設
備
の
整
備
に
助
成
し
て
い
ま

す
。日

向
市
で
も
平
成
17
年
度
に
次
の
設

備
が
整
備
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
整
備
さ
れ
た
設
備

①
籾
木
地
区
ワ
イ
ヤ
レ
ス
放
送

シ
ス
テ
ム

②
秋
山
地
区
自
治
公
民
館
備
品
設
備

堀
一
方
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に

防
災
等
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

こ
の
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
た

助
成
金
は
、
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

（
日
本
消
防
協
会
実
施
）
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
、
市
は
、
こ
の
助
成
金

で
堀
一
方
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
次
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の

よ
う
な
助
成
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

自
主
防
災
会
等
の
装
備
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●
整
備
さ
れ
た
備
品

①
Ｄ
―
１
級
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式

（
重
さ
35
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
女
性
に
も
手
軽

に
使
用
で
き
る
）

②
避
難
用
テ
ン
ト

（
手
軽
に
設
置
で
き
る
）

③
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
＝
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
救
命

で
き
る
）



8

図説世界のオペラ５０
後藤真理子
河出書房新社

界の傑作オペ
ラを作曲家別
に、登場人物、

見どころ・聴きどこ
ろ、ものがたりなど
と共に写真をふんだ
んに使って紹介し
た、オペラの魅力を
明かす決定版鑑賞ガ
イド。世界のオペラ
劇場案内、有名劇場
のチケット入手法な
ども収録。

世

楽器の絵本リコーダー
アンケ・ベーデカー
カワイ出版

学校の音楽の
授業でおなじ
みのリコーダ

ー。そのしくみや歴
史、仲間の楽器など
がわかります。リコ
ーダーのために曲を
書いた作曲家も紹
介。どのようにリコ
ーダーとつきあって
いったらよいかのヒ
ントがたくさん書い
てある１冊。

小

日本のうた 第１集 明治・大正
野ばら社

謡・民謡・唱
歌・軍歌・歌謡
曲・ポップス。

明治元年「宮さん宮さ
ん」、明治33年「鉄道
唱歌東海道編」、大正
10年「青い眼の人形」
など、明治元年から平
成12年までの約130
年間に日本国内で流行
した時代を映した歌を
集めた歌曲集。

童

手あそびうた５０ 第１集
あがりめさがりめ
二階堂邦子
学事出版

ントントント
ンひげじいさ
ん、トントン

トントンこぶじいさ
ん♪」保育園や幼稚
園で１度は、やった
ことありますよね。
子どもたちの大好き
な手あそび歌を集め
た本です。楽譜と動
作絵付きで、だれで
もおぼえられます。

「ト

■新しく入った本■
◎お腹召しませ（浅田次郎／中央公論新社）
◎青山娼館（小池真理子／角川書店）
◎かもめ食堂（群ようこ／幻冬舎）
◎午後の刺客 西郷隆盛
と延岡戦争（早瀬利之／光人社）

◎ベンチャー失敗学
（村上建夫／文芸春秋）

◎半農半Ｘという生き方
実践編（塩見直紀／ソニーマガジンズ）

◎就職転職に有利な女性の　
資格全ガイド2007年版　
（成美堂出版）

◎すてきなおうち
（J.P.ミラー／フレーベル館）

◎またぶたのたね
（佐々木マキ／絵本館）

◎オバケだって、カゼをひ
く！（富安陽子／ポプラ社）

／他

◎乳幼児　 午前10時30分～11時
６日、13日、20日、27日
◎幼児 午後3時30分～4時
５日、12日、19日、26日
◎小学生 午後2時～2時30分
８日、15日、22日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■４月のおはなし会■

学
校
敷
地
内
は
禁
煙
で
す

平
成
18
年
２
月
25
日
に
日
向
市
・
東

郷
町
が
合
併
し
、
日
向
市
立
幼
稚
園
が

３
園
に
、
小
学
校
が
12
校
か
ら
18
校

（
１
分
校
を
含
む
）
に
、
中
学
校
が
６
校

か
ら
８
校
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
前
の
日
向
市
で
は
、
平
成
17
年

４
月
１
日
か
ら
小
・
中
学
校
で
学
校
敷

地
内
禁
煙
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
旧
東
郷
町
地

域
の
学
校
敷
地
内
も
禁
煙
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
15
年
に
施
行
さ
れ
た
健

康
増
進
法
第
25
条
に
よ
り
「
室
内
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と

を
防
止
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

学
校
で
は
、
た
ば
こ
が
子
ど
も
だ
け

で
な
く
大
人
に
と
っ
て
も
、
健
康
上
よ

く
な
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
学
習
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
学
５
・
６
年

生
で
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が
吸
い
込

む
煙
（
主
流
煙
）
に
は
、
有
害
な
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
た
ば
こ
の
先

か
ら
出
る
煙
（
副
流
煙
）
と
た
ば
こ
を

吸
う
人
が
吐
き
出
し
た
煙
を
吸
う
こ
と

（
受
動
喫
煙
）
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
に
も
害
を
与
え
る
こ
と
、
た
ば
こ
を

長
期
間
吸
い
つ
づ
け
る
と
、
肺
が
ん
や

心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
起
こ
り

や
す
く
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
若
い
時

期
か
ら
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
る
と
、
そ

れ
が
原
因
で
死
亡
す
る
危
険
が
高
く
な

る
こ
と
な
ど
で
す
。

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子

「
た
ば
こ
は
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
た
ば
こ
は
が
ん
の
危

険
性
を
高
め
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
血
流
を
悪

く
し
、
血
管
を
傷
め
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
は
、
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子
の
ひ
と
つ
で

す
。
そ
し
て
、
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
違
う
点

は
、
喫
煙
が
依
存
症
で
あ
る
こ
と
で
す
。

頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
身
体
が
い
う

こ
と
を
き
か
な
い
こ
と
、
や
め
な
さ
い

と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

平
成
18
年
４
月
か
ら
市
内
の
小
中
学

校
の
正
門
等
に
次
の
よ
う
な
看
板
が
立

っ
て
い
ま
す
。
学
校
に
は
、
児
童
、
生

徒
、
教
職
員
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
出
入
り
す
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■　 休　館　日　 ■
１日、３日、10日、17日、24日
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「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

いっしょに遊ぼう！
●お楽しみオンステージ

・劇(白雪姫)・影絵など
●イベント

・和太鼓演奏
・お店コーナー(ヨーヨー・ジュース他)
・くじコーナー
・リサイクルコーナー(子育て用品)
・シャボン玉コーナー
・ポンヌキゲームコーナー
・ミニミニシアター(人形劇)
・赤ちゃんハイハイ競争(10時～)
・保育園給食試食コーナー
・おもちゃ・アイディアコーナー

●作って遊ぼう
・もこもこ風船・コマ
休憩コーナー完備、赤ちゃん連れでもお気軽
にお越しください。

●主催 日向市保育協議会・日向市
●問い合わせ 美々津保育園(158－0123)

＊認可保育園は子育
て中の皆さんを応援
しています。
子育て情報誌『きら
きら』も発行してま
す。みてね。

Q. 私は、国民年金の1号被保険者で　
す。国民年金の保険料は何年間、
納付すればいいのでしょうか？

A. 保険料は20歳から60歳になるまでの40
年間、納めることになっています。保険
料は、収入に関係なく、全国一律です。
・定額保険料 →　1か月　13，860円
年金法改正により、18年４月から１か
月280円あがりました。将来、少しでも
多くの年金を希望する人は、付加保険料
を上乗せして納めることもできます。
・付加保険料 →　1か月　400円
付加保険料を納付すると（200円×納付
月数）で計算された金額が、65歳から
付加年金として老齢基礎年金に加算され
ます。ただし、国民年金基金の加入者は
加入できません。

●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  テレビや新聞で、｢住基ネット｣と　
いう言葉を見たり聞いたりします　
が、｢住基ネット｣とは何ですか？

A. 従来から各市区町村が住民の居住情報を
記録し、管理している住民基本台帳を結
んだネットワークを、｢ 住民基本台帳ネ
ットワークシステム（＝住基ネット）｣
と呼んでいます。平成14年８月５日か
ら、市区町村ごとに保有している住民票
情報のうち、本人確認４情報の住所・氏
名・生年月日・性別と、住民票コード及
びこれらの変更情報を国・県等の行政機
関へ提供しています。これにより、パス
ポート等の公的な申請をする際に住民票
の添付を省略できるようになりました。
また、平成15年８月25日からは、住基
カードの交付や住民票の広域交付等の第
二次サービスが開始されています。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）



大会出場報告に訪れた財光寺中学校野球部（柄本光彦監督、部員20人）
の皆さん
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このまちの人たち― ボイス

財
光
寺
中
学
校
野
球
部
（
柄
本
光

彦
監
督
、
部
員
20
人
）
は
３
月
６
日
、

黒
木
市
長
を
訪
ね
て
第
３
回
九
州
中

学
生
選
抜
軟
式
野
球
大
会
へ
の
出
場

を
報
告
し
た
。

昨
年
秋
に
予
選
を
兼
ね
て
開
か
れ

た
第
29
回
宮
崎
県
中
学
校
秋
季
大
会

で
、
庄
内
中
（
都
城
市
）
と
の
決
勝

を
延
長
11
回
の
激
戦
の
末
、
２
対
１

で
制
し
念
願
の
初
優
勝
。
財
光
寺
中

学
校
野
球
部
は
、
九
州
中
学
生
選
抜

軟
式
野
球
大
会
に
宮
崎
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

チ
ー
ム
は
、
投
手
が
船
津
琢
く
ん

（
２
年
）
と
黒
木
亮
太
く
ん
（
１
年
）

の
２
枚
看
板
（
い
ず
れ
も
右
腕
）
で
、

失
点
の
少
な
い
守
り
の
チ
ー
ム
。
４

番
高
瀬
敬
幸
く
ん
（
２
年
）
を
中
心

に
「
攻
撃
も
パ
ン
チ
力
が
あ
る
」
と

柄
本
監
督
。

黒
木
市
長
は
「
日
向
市
に
財
光
寺

中
学
校
あ
り
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

た
。大

会
は
３
月
25
日
〜
26
日
、
沖
縄

県
宜
野
座
村
営
野
球
場
で
開
か
れ
、

九
州
・
沖
縄
各
県
の
代
表
10
チ
ー
ム

で
競
う
。

財
光
寺
中
学
校
野
球
部
は
、
沖
縄

県
の
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
。
主
将
の

船
津
く
ん
は
「
先
取
点
を
取
り
、
逃

げ
切
り
た
い
で
す
。
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

財光寺中学校野球部が
九州中学生選抜軟式野球大会に出場

先取点を取りたい－。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

オートバイを走らせるのが好き
実家の刺しゅう・ラバープリント店「松屋ネーム」
で働いて５年です。バスケットボールを学生時代
からずっと続けていて、日向クラブというチーム
に所属。また、オートバイを走らせるのも大好き
で、大阪までツーリングをしたことがあります。

松木　琢磨さん（28歳：春原町）

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

自分で車を運転して海に行きたい
４月から保育士として働きます。子どもと遊ぶのが
大好きです。子どもたちには、毎日楽しく過ごして
ほしいですね。車の運転免許の取得に挑戦中です。
免許が取れたら、ドライブに行きたいですね。まっ
先に、どこか海に行ってみたい！

鎌田　珠里さん（2１歳：西草場）

卒園卒業おめでとう
これからも英語の勉強を
楽しくつづけられたら
いいですね。

グレイス・ワン
ニュージーランド出身
日向市国際交流員

ず
っ
と
待
っ
て
い
た
春
が

や
っ
と
来
ま
し
た
。
１
年
中

で
、
私
は
４
月
が
１
番
好
き

で
す
。
な
ぜ
な
ら
桜
が
大
好

き
だ
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
も

花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
。４

月
は
お
別
れ
の
時
で
も

あ
り
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で

も
あ
り
ま
す
。
学
校
訪
問
で

仲
良
く
な
っ
た
生
徒
た
ち
と

別
れ
る
の
は
寂
し
い
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

今
日
は
幼
稚
園
で
体
験
し
た

こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
話
し
し

ま
す
。

日
本
に
来
て
間
も
な
く
、

幼
稚
園
で
英
語
を
教
え
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
子
ど
も
た
ち

の
日
本
語
が
分
か
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
り
ん
ご
の
カ

ー
ド
を
見
せ
て
、
子
ど
も
た

ち
に
「
こ
れ
の
英
語
は
知
っ

て
い
ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、

「
し
っ
ち
ょ
」
っ
て
答
え
ま

し
た
。
私
は
「
な
ぜ
み
ん
な

出
張
す
る
の
？
」
と
ず
っ
と

迷
っ
て
い
ま
し
た
。
後
で
調

べ
た
ら
、「
し
っ
ち
ょ
」
は

「
知
っ
ち
ょ
る
」
の
略
語
で

す
。
ま
た
給
食
の
時
、
子
ど

も
た
ち
に
色
々
な
こ
と
を
聞

か
れ
ま
す
。
で
も
ま
だ
幼
い

の
で
、
い
つ
も
「
あ
の
ね
。

ね
？
」
ば
か
り
で
、
内
容
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
内
容
が
あ
っ
て
も
、
私

は
日
向
弁
が
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、「
あ
、
そ
う
で
す

か
」
し
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
当
に
困
り
ま
し

た
が
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

最
近
よ
う
や
く
子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も

日
向
弁
が
す
こ
し
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
英
語
を

楽
し
く
勉
強
し
つ
づ
け
ら
れ

た
ら
い
い
で
す
ね
。
卒
園
卒

業
お
め
で
と
う
。
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人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い

が
３
月
17
日
、
日
向
市
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
舞
台
女
優
の
新

屋
英
子
さ
ん
が
、
在
日
朝
鮮
人
へ
の

差
別
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
ひ
と
り

芝
居
の
「
身
世
打
鈴

し
ん
せ
た
り
ょ
ん

」
を
熱
演
。
物

語
は
、
在
日
朝
鮮
人
女
性
が
半
生
を

語
る
内
容
。
母
親
と
一
緒
に
始
め
た

廃
品
回
収
業
を
営
み
懸
命
に
生
き
て

き
た
女
性
を
、
人
情
味
あ
る
れ
る
ユ

ー
モ
ア
を
漂
わ
せ
て
演
じ
ま
し
た
。

■ひとり芝居を熱演－。

２
０
０
６
年
日
向
市
い
の
ち
・
愛
・

人
権
展
が
３
月
９
日
〜
12
日
ま
で
、

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
日
向
催
事
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
権
週
間

（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
ち
な
み
、

市
内
の
小
中
学
校
、
高
校
生
か
ら
募

集
し
た
図
画
ポ
ス
タ
ー
の
全
作
品
、

作
文
、
標
語
の
入
選
作
品
、
合
計
３

３
５
点
や
人
権
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な

ど
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。
多
く
の

買
い
物
客
が
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

■いのち・愛・人権展

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
・
お
舟
出
の

湯
囲
碁
大
会
が
３
月
５
日
、
同
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
棋
院
日
向
支

部
が
、
同
施
設
の
活
性
化
の
た
め
に
、

ま
た
、
日
向
市
と
東
郷
町
の
合
併
を

祝
っ
て
開
い
た
も
の
で
す
。
50
人
の

囲
碁
愛
好
家
が
参
加
。
大
広
間
に
設

け
ら
れ
た
会
場
で
２
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
対
局
し
て
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ス
５
位
ま
で
を
表
彰
し
た
後
、
懇
親

会
を
開
い
て
親
善
を
深
め
ま
し
た
。

■お舟出の湯囲碁大会

平
成
18
年
第
24
回
日
向
市
「
還
暦
式
」

が
２
月
19
日
、
日
向
市
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
１
９

４
５
（
昭
和
20
）
年
４
月
２
日
〜
翌

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女
５
１
５

人
。
黒
木
市
長
か
ら
、
還
暦
者
を
代

表
し
て
沖
田
實
美
さ
ん
と
濱
本
慶
子

さ
ん
に
生
涯
現
役
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
松
岡
宏
臣
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
も
市
、
地
域
に
貢
献
し
ま
す
」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

■生涯現役ですね

12

日
向
市
立
平
岩
小
学
校
鵜
毛
分
校
が
閉
校

１
０
３
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

分
校
の
思
い
出
を

語
り
合
い
閉
校
を
惜
し
む

日
向
市
立
平
岩
小
学
校
鵜
毛
分

校
が
３
月
31
日
で
閉
校
す
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
閉
校
式
が
３
月
17

日
、
同
分
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

閉
校
式
に
は
、
教
育
委
員
、
東

臼
杵
教
育
事
務
所
な
ど
教
育
関
係

者
、
地
域
住
民
な
ど
が
出
席
し
ま

し
た
。
宮
副
正
克
教
育
長
は
、

「
鵜
毛
分
校
の
閉
校
は
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
今
後
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

教
育
力
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
今
村
卓
也
平
岩
小
学
校
校

長
は
「
４
月
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な

る
平
岩
小
で
は
、
全
国
に
先
駆
け

た
新
し
い
教
育
、
小
中
一
貫
教
育

が
始
ま
り
ま
す
。
分
校
に
対
す
る

思
い
、
輝
か
し
い
教
育
の
伝
統
を

生
か
し
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
。
児
童
を
代
表
し
て
松
葉
伽

林
さ
ん
が
「
鵜
毛
分
校
さ
よ
う
な

ら
・
・
・
」
と
分
校
へ
の
思
い
を

作
文
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
上
田
高
寛
さ
ん
、
林
田
未
来

さ
ん
と
と
も
に
、
宮
沢
賢
治
の
詩

「
ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
暗
唱
し

て
み
せ
ま
し
た
。

鵜
毛
分
校
の
歴
史
は
、
明
治
36

年
12
月
20
日
に
鵜
毛
分
教
場
と
し

て
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
昭
和
26
年
４
月
１
日
に
日
向

牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り
イ
ベ

ン
ト
が
牧
水
公
園
で
開
か
れ
ま

す
。
公
園
内
の
約
３
万
本
、
７
種

類
の
鮮
や
か
な
つ
つ
じ
と
と
も
に

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
ふ
る
さ
と
の
家
・
屋

外
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
楽
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
み
や
ざ
き
花
の
女
王
」

に
よ
る
花
の
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
、
一
日
中
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

４
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

●
場
所

日
向
市
東
郷
町
坪
谷

牧
水
公
園

●
問
い
合
わ
せ

東
郷
町
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
（
1
69
―
２
１
１
１
）

※
悪
天
候
の
場
合
は
日
程
変
更
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

日
向
市

牧
水
の
里
の

つ
つ
じ
祭
り

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

市
立
平
岩
小
学
校
鵜
毛
分
校
と
改

称
し
、
翌
年
５
月
31
日
に
木
造
校

舎
が
新
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

58
年
に
は
、
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
づ
く
り
の
校
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
は
、
小
学
２
年
生
ま
で
分

校
で
学
び
、
３
年
生
か
ら
平
岩
小

学
校
へ
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
児

童
数
は
、
最
も
多
い
と
き
で
昭
和

30
年
に
34
人
を
数
え
ま
し
た
（
記

録
で
確
認
で
き
る
も
の
）。

昭
和
55
年
４
月
１
日
か
ら
１
・

２
生
の
単
式
学
級
と
な
り
、
そ
の

後
、
複
式
学
級
と
な
っ
た
り
、
１

年
生
・
２
年
生
の
単
式
学
級
と
な

っ
た
り
、
児
童
数
に
よ
っ
て
変
化

し
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌

年
再
び
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
は
１
年
生
１
人
、

２
年
生
２
人
の
複
式
学
級
で
し
た

（
長
谷
川
雅
一
教
諭
、
長
谷
川
涼

子
教
諭
）。

平
岩
小
学
校
鵜
毛
分
校
は
、
お

よ
そ
１
０
３
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。

”

“
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平
成
18
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
５
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
子

ど
も
団
体
向
け
に
個
人
活
動
ま
で
補

償
で
き
る
制
度
（
子
ど
も
ワ
イ
ド
保

険
）
も
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て
万
一

の
け
が
や
賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

掛
金
は
、
子
ど
も
の
団
体
が
１
人

年
額
５
０
０
円
（
子
ど
も
ワ
イ
ド
保

険
は
１
、
０
５
０
円
）、
老
人
ク
ラ
ブ

団
体
が
８
０
０
円
、
成
人
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
１
、
５
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
際
は
資
料
の
説
明

を
よ
く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
細
資
料
及
び
加
入
依
頼
書
は
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
宮
崎
県
支
部
（
1
０
９
８

５
―
55
―
３
１
３
６
）
へ

現
在
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
は
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

18
年
４
月
１
日
か
ら
支
給
対
象
者
が

小
学
校
修
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

所
得
制
限
額
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
る
児
童

の
保
護
者
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
な
お
、
改
正
に
と
も

な
う
新
規
請
求
は
、
平
成
18
年
９
月

30
日
ま
で
に
受
付
け
た
も
の
に
限
り
、

平
成
18
年
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
（
1
52
―

２
１
１
１
）

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
調
理
師

へ
の
国
家
資
格
と
し
て
24
年
前
に
設

け
ら
れ
た
の
が
「
専
門
調
理
師
」
と

「
調
理
技
能
士
」
で
す
。
実
技
・
学
科

試
験
で
は
、
調
理
に
関
す
る
高
度
な

技
術
・
技
能
に
加
え
、
衛
生
管
理
な

ど
の
専
門
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

合
格
者
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
証
書
が
交
付
さ
れ
、
調
理
師
学
校

の
教
員
資
格
も
与
え
ら
れ
ま
す
。
調

理
技
術
の
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
目
指
す
調
理
師
の
人
た
ち
が
、

例
年
数
多
く
受
験
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

（
社
）
調
理
技
術

技
能
セ
ン
タ
ー
（
1
03
―
３
５
８
４

―
１
９
３
１
）
へ
。

家
庭
教
育
学
級
、
高
齢
者
学
級
、

自
主
女
性
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

仲
間
同
士
で
集
い
、
自
主
的
な
学
習

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
５
月
に
開
設

対
象
者
へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
対
象

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

●
学
習
期
間

平
成
18
年
６
月
〜
平

成
19
年
３
月
（
月
１
回
程
度
活
動
）

●
内
容

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
創
作
活

動
・
講
話
、
地
域
で
の
交
流
な
ど
を

自
主
的
に
計
画
し
活
動
す
る
。

家
庭
教
育
学
級

●
対
象

各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

単
位
の
保
護
者
な
ど
。

高
齢
者
学
級

●
対
象

地
域
で
の
仲
間
同
士
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
。

自
主
女
性
学
級

●
対
象

自
治
公
民
館
女
性
部
、
地

域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

市
か
ら
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
定
数
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
1
53

―
６
８
６
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
第
11
回
健
康
ま
つ
り
」
の
午
後
の

部
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
区
・
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン
ス
等
発

表
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ス

テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

６
月
11
日(

日)

午
前
10
時

〜●
会
場

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
応
募
資
格

１
チ
ー
ム
10
人
以
上

で
の
参
加
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
締
切

４
月
28
日
（
金
）
先

日向市のホームページアドレス http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

着
20
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
1
内
線
２

１
８
３
）

●
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

制
度
と
は

市
が
発
注
す
る
小
規
模

な
工
事
及
び
修
繕
等
の
う
ち
、「
小
額

で
内
容
が
軽
易
な
も
の
」
に
つ
い
て
、

受
注
を
希
望
す
る
人
を
登
録
し
、
市

内
の
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
す
。

●
対
象
と
な
る
工
事
・
修
繕
等
の
範

囲

１
件
の
金
額
が
10
万
円
未
満
の
、

内
容
が
軽
易
な
工
事
・
修
繕
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
登
録
の
方
法

登
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
、
日
向
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人
で
「
建
設
業
者
等
有
資
格

業
者
名
簿
」
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

人
で
す
。
登
録
申
請
書
に
、
必
要
書

類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
の
受
付

登
録
の
受
付
は
、

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
４
月
28
日

（
金
）
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

行
い
ま
す
（
以
降
は
随
時
に
受
付
を

し
ま
す
）。
登
録
の
有
効
期
間
は
２
年

間
で
す
。

＊
申
請
書
等
の
配
布
及
び
受
付
場
所

は
契
約
管
理
課
（
市
役
所
３
階
）
及

び
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
地
域

振
興
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
提
出
書
類
等

①
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
申
請
書
（
日
向
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

こ
れ
ま
で
宅
地
内
の
給
水
管
で
水

漏
れ
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
、

水
道
課
が
漏
水
調
査
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
費
用
負
担
の
公
平
性
の
確
保

や
修
理
手
続
き
の
簡
略
化
の
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
調
査
方
法
な
ど
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
ま
ず
ご
自

身
で
十
分
調
査
し
た
後
に
日
向
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
調
査
、
修
理
の
依
頼
に
つ
い
て
　
　
　

直
接
、
最
寄
り
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
の
調
査
費
用
は
お
客
さ
ま

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
業

者
や
個
人
で
工
事
や
修
理
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
定
外

の
業
者
に
よ
る
修
理
に
つ
い
て
は
減

額
も
で
き
ま
せ
ん
。

●
減
額
に
つ
い
て

地
表
に
現
れ
な

い
漏
水
分
に
つ
い
て
は
減
額
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
左
記
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
水
道
料
金
の
全
額
が
減
額
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
１
年
間
の
経
過
措
置

業
者
に
依

頼
し
て
１
時
間
経
過
し
て
も
漏
水
場

所
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
水
道
課
が

再
調
査
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
課
（
1
52
―

５
２
２
９
） お

知
ら
せ

募
　
集

宅
内
給
水
管
の
漏
水
調
査

に
つ
い
て

平
成
18
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
受
付

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
制
度
に
登
録
を

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ（
自

主
学
級
）を
募
集

「
第
11
回
健
康
ま
つ
り
」

発
表
会
の
出
場
チ
ー
ム

児
童
手
当
が

改
正
に
な
り
ま
す

調
理
技
術
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

可
）
②
希
望
業
種
履
行
に
必
要
な
資

格
、
免
許
等
の
証
明
書
の
写
し
③
市

税
の
完
納
証
明
書

●
問
い
合
わ
せ

契
約
管
理
課
（
1

52
―
２
１
１
１
）

「
日
向
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

（
計
画
期
間
平
成
13
年
度
〜
平
成
17
年

度
）
が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
平

成
18
年
度
に
新
し
く
「
日
向
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間
平
成

18
年
度
〜
平
成
22
年
度
）
を
策
定
し

ま
す
。
こ
の
策
定
委
員
を
募
集
し
ま

す
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）。

●
募
集
期
間

４
月
３
日
（
月
）
〜

４
月
28
日
（
金
）

●
募
集
人
員

３
人

●
応
募
資
格

①
平
成
18
年
４
月
１

日
現
在
に
お
い
て
18
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
②
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
可

能
な
こ
と
③
日
向
市
在
住
で
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
　
　
　

●
申
込
方
法

氏
名
・
住
所
・
電
話

等
の
連
絡
先
と
年
齢
を
明
示
し
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
葉
書
の
い
ず
れ
か

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働

課
　
男
女
共
同
参
画
推
進
係
（
1
53

―
４
７
９
１
5
56
―
０
０
１
８
）

現
在
、
日
向
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
に
は
57
ク
ラ
ブ
９
４
７
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
年
に
２
回
開
く

15

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
、

実
技
指
導
や
ル
ー
ル
研
修
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

毎
年
度
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

平
成
17
年
度
加
盟
し
て
い
て
継
続
加

盟
す
る
ク
ラ
ブ
も
、
新
規
に
加
盟
を

希
望
す
る
ク
ラ
ブ
も
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
に
未
加
入
の
人
に

は
、
ク
ラ
ブ
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

●
年
会
費

５
０
０
円
／
人

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
1
52
―
２
１
１

１
）日

向
市
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

は
健
康
教
室
12
団
体
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。「
美
し
く
老
い
る
た
め
に
は

ま
ず
健
康
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

各
教
室
が
毎
週
１
回
２
時
間
程
度
、

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。
全
教
室
で
の

活
動
と
し
て
は
年
に
２
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
く
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

健
康
体
操
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

る
団
体
や
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
元

気
で
明
る
い
毎
日
を
送
っ
て
み
ま
せ

し
た
場
合
⑤
詠
進
要
領
の
④
に
記
し

た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合
を

除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て

の
詠
進
歌
⑥
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
職
業
を
書
い
て
い
な
い
も
の
そ

の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場

合●
詠
進
の
期
限

９
月
30
日
（
土
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）。

●
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１
　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て

封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
直
接
、
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
９
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.ku
n
aich

o
.go
.jp
/1

2
/d
1
2

―0
8
.h
tm
l

）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ん
か
？

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
市
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
事
務
局
（
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
1
52
―
２
１
１
１
）

平
成
18
年
度
の
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
福
祉
に
興

味
の
あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
対
象

15
歳
以
上
の
人

●
期
間

平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19

年
３
月

●
開
講
式

夜
の
部
／
４
月
６
日

（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時
（
以
後
毎
週

木
曜
日
）、
昼
の
部
／
４
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
12
時
（
以
後
毎
週
月
曜

日
。
た
だ
し
、
祝
日
の
と
き
は
翌
日

の
火
曜
日
）

●
会
場

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
富
高
２
０
７
―
３
）

●
内
容

手
話
の
学
習
、
耳
の
不
自

由
な
人
と
の
交
流
な
ど
。

●
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
等
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
代
金
と
し
て

３
、
５
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

（
1
52
―
２
１
１
１
）

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌

は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
②
書
式
は
、
半
紙

（
習
字
用
の
半
紙
）
を
横
長
に
用
い
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月

日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
無

職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書
い
て
く

だ
さ
い
（
以
前
に
職
業
に
つ
い
た
こ

と
が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
元
の

職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）。
な
お
、

主
婦
の
場
合
は
「
主
婦
」
と
書
い
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
③
用
紙

は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠

進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の

た
め
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
次
に
よ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
【
代
筆(

墨
書)

に
よ
る
】

＝
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及

び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に

添
え
て
く
だ
さ
い
。【
本
人
が
ワ
ー
プ

ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印

字
す
る
】
＝
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用

し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌

に
添
え
て
く
だ
さ
い
。
⑤
視
覚
障
害

の
人
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
注
意
事
項

次
の
場
合
は
、
詠
進

歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。
①
お
題
を

詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合
②
１
人
で

２
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
③
詠
進
歌

が
す
で
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一

ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で
あ

る
場
合
④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ

れ
る
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他

の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表

日
向
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
策
定
委
員
を
募
集

日
向
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
を
募
集

日
向
市
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
加
盟
団
体
・
会
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集

平
成
19
年
歌
会
始
の

お
題
は
「
月
」

＊４月から課名や係名等が一部変更になったため、日向市役所、東郷町地域自治センターにご用がある場合は、旧課名、旧係名、
あるいは問い合わせの内容等を説明していただければ、電話交換手等が判断しておつなぎいたします。日向市役所への問い合わ
せは、10982－52－2111へ。東郷町地域自治センターへの問い合わせは、10982－69－2111へ。
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ッ
ク
の
傷
病
者
に
適
し
て
い
る
。

●
安
静
　
ど
ん
な
場
合
に
も
、
傷

病
者
は
で
き
る
だ
け
安
静
に
し

て
、
愛
護
的
に
接
す
る
。

傷
病
者
は
、
意
識
は
あ
っ
て
も

呆ぼ
う

然
と
し
て
い
た
り
し
て
、
意
識

を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
が
あ
る
。
周
囲
が
取
り
乱
し
た

り
騒
い
だ
り
す
る
と
、
意
外
に
そ

れ
が
よ
く
聞
こ
え
て
い
て
、
心
理

的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
が

あ
る
の
で
気
を
付
け
る
。

●
体
位
の
管
理
法

傷
病
者
の
い

ち
ば
ん
楽
な
体
位
に
す
る
が
、
基

本
的
に
は
顔
色
に
よ
っ
て
体
位
を

決
め
る
。
①
ふ
つ
う
の
顔
色
＝
水

平
に
す
る
。
②
顔
色
が
青
い
と

き
＝
足
を
高
く
す
る
（
10
〜
20

cm
）。
③
顔
色
が
赤
い
と
き
＝
頭

を
高
く
す
る
（
肩
か
ら
自
然
に
）。

仰
臥
位

ぎ
ょ
う
が
い

（
仰
向
け
）
〜
背
中
を
下

に
し
た
水
平
な
体
位
で
あ
る
。
全

身
の
筋
肉
な
ど
に
無
理
な
緊
張
を

与
え
な
い
。
最
も
安
定
し
た
自
然

な
姿
勢
で
あ
る
。
膝
屈
曲
位

ひ
ざ
く
っ
き
ょ
く
い

〜
仰

臥
位
で
膝
を
立
て
た
体
位
で
あ

る
。
腹
部
の
緊
張
と
痛
み
を
和
ら

げ
る
姿
勢
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
腹
部
に
外
傷
を
受

け
た
場
合
や
、
腹
痛
を
訴
え
た
場

合
に
適
し
て
い
る
。
腹
臥
位

ふ
く
が
い

〜
腹

ば
い
で
、
顔
を
横
に
向
け
た
体
位

で
あ
る
。
食
べ
た
物
を
吐
い
て
い

る
と
き
や
、
背
中
に
け
が
を
し
て

い
る
と
き
に
適
し
て
い
る
。

側
臥
位

そ
く
が
い

（
回
復
体
位
）
〜
傷
病
者

を
横
向
き
に
寝
か
せ
、
下
あ
ご
を

前
に
出
し
て
気
道
を
確
保
し
、
両

肘
を
曲
げ
上
側
の
膝
を
約
90
度
曲

げ
、
後
ろ
に
倒
れ
な
い
よ
う
に
す

る
体
位
で
あ
る
。

吐
い
た
物
を
口
の
中
か
ら
取
り

除
き
や
す
い
。
窒
息
防
止
に
有
効

で
あ
る
。
意
識
の
な
い
傷
病
者
に

適
し
て
い
る
。
半
座
位
〜
上
体
を

軽
く
起
こ
し
た
体
位
で
あ
る
。
胸

や
呼
吸
の
苦
し
い
傷
病
者
に
適
し

て
い
る
。
頭
に
け
が
を
し
て
い
る

場
合
や
、
脳
血
管
障
害
の
場
合
に

適
し
て
い
る
。
座
位
〜
座
っ
た
状

態
で
い
る
体
位
で
あ
る
。
胸
や
呼

吸
の
苦
し
さ
を
訴
え
て
い
る
傷
病

者
に
適
し
て
い
る
。
足
側
高
位
〜

仰
臥
位
で
足
側
を
高
く
し
た
体
位

で
あ
る
。
貧
血
や
、
出
血
性
シ
ョ

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

救 急 救 護
■
体
位
の
管
理
法

宮
崎
県
内
で
は
、
宮
崎
県
、
宮

崎
市
、
都
城
市
、
延
岡
市
に
次
い

で
５
番
目
の
認
証
取
得
自
治
体
と

な
り
ま
す
。

今
回
は
、
市
役
所
の
本
庁
舎
・

周
辺
の
別
館
（
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
等
の
建
物
）
及
び
環
境
整
備
課

（
粗
大
ご
み
処
理
施
設
・
最
終
処

分
場
を
含
む
）
の
範
囲
で
認
証
取

得
を
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
・
支

所
・
浄
水
場
等
を
含
め
た
す
べ
て

の
部
署
で
の
認
証
取
得
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

認
証
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
環
境
保
全
へ
の
貢
献

②
業
務
の
ム
ダ
、
ム
リ
を
排
除
し
、

業
務
を
効
率
化

③
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

④
職
員
の
環
境
教
育
・
環
境
へ
の

意
識
向
上

⑤
市
役
所
の
社
会
的
責
任
の
履
行

等
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
市
の
責
務
と
し
て
省
エ

ネ
、
省
資
源
に
積
極
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
日
向
市
の
目
指
す

「
だ
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る

ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
に
、
市
役

所
自
ら
率
先
し
て
、
地
球
温
暖
化

防
止
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
事
務
事
業
の
推
進

と
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

２月の出動状況

消防署からのお知らせ

火災　　　 4件
救急　　　193件
救助　　　 5件

世
界
的
に
地
球
環
境
問
題
が
国

際
課
題
と
な
り
、
循
環
型
経
済
社

会
へ
の
移
行
と
、
環
境
影
響
を
管

理
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
資
源
の
効
率

的
利
用
を
促
進
し
な
が
ら
、
事
務

業
務
の
効
率
化
と
経
費
の
低
減
を

図
る
た
め
に
国
際
規
格
で
あ
る
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）
を
認
証
取
得

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
1
53
―
２
２
５
６)

■
市
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
　

を
認
証
取
得
し
ま
し
た

相 談 日 程 市 民 活 動
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■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
４
月
13
日（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
協
議
会

(

1
52
│
１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
４
月
12
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
４
月
９
日
（
日
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　 (

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
及
び
支

所
で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。

■
宮
崎
県
最
低
賃
金
・
産
業
別
最
　

低
賃
金

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
た
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
低
賃
金
の
対
象
と
な

る
賃
金
に
は
、
①
賞
与
な
ど
の
臨

時
の
賃
金
、
②
時
間
外
労
働
な
ど

の
割
増
賃
金
、
③
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
宮
崎
労
働
局
賃
金

室
（
1
０
９
８
５
―
38
―
８
８
３

６
）
ま
た
は
延
岡
労
働
基
準
監
督

署
（
1
０
９
８
２
―
34
―
３
３
３

１
）
へ
。

＊
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
1
０
９
８
５
―
23
―
４
８
１
１
）

市役所は152－2111

事
業
課
は
、
市
街
地
開
発
課
で
す
。

日
向
市
新
駅
の
高
架
下
に
は
、

観
光
案
内
所
や
物
産
販
売
所
、
周

辺
住
民
の
休
憩
施
設
な
ど
を
設
け

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ス
ペ
ー
ス
の
天
井
は
、
杉
板
で
で

き
「
市
民
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

提
言
書
な
ど
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
性
が
あ
り
、
注
目
を
浴
び
や

す
い
の
で
す
が
、
実
際
の
担
当
課

が
実
施
す
る
に
は
、
色
々
な
角
度

の
検
証
や
協
議
が
必
要
で
大
変
な

労
力
が
必
要
で
す
。
地
味
で
す
が
、

よ
う
や
く
、
提
言
が
実
行
さ
れ
、

日
向
市
に
対
し
て
１
０
０
人
委

員
会
の
提
言
や
質
問
事
項
な
ど

は
、
新
聞
等
で
市
民
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
提
言
の

内
容
の
項
目
が
、
日
向
市
の
行
政

の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が
生

ま
れ
て
い
る
の
か
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
１
０
０
人
委
員

会
か
ら
提
言
さ
れ
た
も
の
が
、
実

際
に
日
向
市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る

実
例
を
今
回
は
、
ご
紹
介
し
ま

す
。「

市
民
が
創
る
公
園
、
住
民
参

加
型
の
公
園
」
を
ま
ち
づ
く
り
分

科
会
で
は
、
提
言
書
に
ま
と
め
ま

し
た
。
直
接
の
担
当
事
業
課
は
、

都
市
計
画
課
に
な
り
ま
す
。
現
在
、

亀
崎
地
区
の
住
民
の
方
々
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
「
仮
称
亀
崎

西
公
園
」
の
ベ
ー
ス
プ
ラ
ン
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

同
様
に
「
日
向
市
駅
鉄
道
高
架

下
の
市
民
ス
ペ
ー
ス
有
効
活
用
に

つ
い
て
」
の
提
言
書
で
は
、
鉄
道

高
架
工
事
へ
の
イ
ベ
ン
ト
市
民
参

加
を
提
言
し
て
い
ま
し
た
。
担
当

成
果
が
生
ま
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

■
分
科
会
レ
ポ
ー
ト

〔
教
育
・
文
化
分
科
会
編
〕

教
育
・
文
化
分
科
会
は
、
こ
れ

ま
で
に
完
全
学
校
週
５
日
制
の
課

題
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
10
月
に

「
学
校
週
５
日
制
に
伴
う
学
校
施

設
開
放
に
関
す
る
提
言
書
」
を
市

に
提
出
し
ま
し
た
。
提
言
は
、

「
日
向
市
の
学
校
施
設
開
放
に
関

す
る
ル
ー
ル
の
見
直
し
」、「
学
校

図
書
室
の
開
放
事
業
」、「
学
校
施

設
開
放
に
関
す
る
告
知
の
推
進
」、

「
学
校
施
設
利
用
に
関
わ
る
実
態

■
１
０
０
人
委
員
会
か
ら

出
さ
れ
た
提
言
等
の
成
果

調
査
の
継
続
的
な
実
施
」
の
４
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
日
向
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

現
在
は
、
ま
た
新
た
な
テ
ー
マ

を
模
索
中
で
す
が
、
今
日
の
地
方

分
権
時
代
に
、
日
向
市
の
「
教
育
」

は
何
を
目
指
し
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
原
点
に
帰
っ
た
議
論
を

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

１
０
０
人
委
員
会
事
務
局
　

市
民
協
働
課
内

（
1
52
―
２
１
１
１
）

業　　種 時間額 効力発生日

宮崎県最低賃金 608円 平成17年10月１日

肉製品・乳製品製造業 636円 平成17年12月24日

電気・情報通信機械器具製造業 664円 平成17年12月31日

各種商品小売業 649円 平成17年12月24日

自動車(新車)小売業 678円 平成17年12月31日

産
業
別

■宮崎県最低賃金・産業別最低賃金

お
知
ら
せ
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健 康 家 族
■
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
　

作
品
募
集

「
お
舟
出
の
湯
」
の
花
の
展
覧

会
「
花
と
み
ど
り
の
日
向
サ
ン
パ

ー
ク
２
０
０
６
春
」
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
展
示
会
の
作
品
を
募

集
中
で
す
。
展
示
会
の
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

●
日
程

４
月
23
日(
日
）
〜
５

月
７
日
（
日
）
ま
で
。

●
会
場

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
出
展
・
申
込
方
法

出
展
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
（
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

フ
ロ
ン
ト
係
）
ま
で
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■「
剪
画
作
家
三
人
展
」を
開
き
ま
す

剪せ
ん

画
と
は
、
１
枚
の
黒
い
和
紙

を
切
り
抜
い
て
つ
く
っ
た
美
術
画

で
す
。
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
剪

画
愛
好
者
を
増
や
そ
う
と
普
及
活

動
を
し
て
い
る
小
野
政
人
さ
ん

（
日
向
市
在
住
）
は
、「
剪
画
を
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
剪
画
を

つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

世
界
の
剪
画
展
に
も
出
品
さ
れ

る
す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
程

４
月
４
日
（
火
）
〜
４

月
30
日
（
日
）
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

「
お
舟
出
の
湯
」
ま
で
。

（
1
56
―
３
８
０
０
）

●
営
業
時
間

午
前
10
時
〜
午
後

10
時
　

４
月
の
休
館
日
（
３
日
、
17
日
）

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

さくら御膳
ぜん

おねだん　１，０００円

を満喫するお花見
や小宴会におすす
めの、お花見弁当

風「さくら御膳」のご紹
介です。魚の西京焼き・
揚げ物・刺身・炊き込み
ご飯など、季節の食材が
盛りだくさんの御膳で
す。お持ち帰りもできま
す。

春

あいすココナッツ
ミルクぜんざい
おねだん　３００円

たいココナッツ
ミルクの中に、
あずきやバニラ

アイス、さっぱりとした
タピオカやたくさんのフ
ルーツをぜいたくに使っ
た南国ならではのデザー
トです。お風呂あがりや
お食事の後にいかがです
か？

冷

O

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

お
！
食
べ
て
ん
な
い
　
レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■
各
種
健
診
（
検
診
）
の

実
施
時
期
が
変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
度
、
医
療
機
関
で
行

う
各
種
健
診
（
検
診
）
は
６
月
〜

11
月
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
も
な
く
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
た
め
に
、
市
で
は
各
種
健
診

(

検
診)

を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
年
に
１
回
、
自
分
の
か
ら
だ

の
調
子
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
た
め
に
も
職
場
や
学
校
等

で
受
診
す
る
機
会
が
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
内
容
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
は
、
広
報
ひ
ゅ
う
が
５
月
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

「
飲
む
人
は
お
酒
に
飲
ま
れ
ん
ご

つ
、
未
成
年
者
は
飲
ま
ん
ご
つ
」

お
酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ

れ
る
と
お
り
、
適
量
な
ら
か
ら
だ

に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
で
も
、

量
が
過
ぎ
れ
ば
行
動
に
も
歯
止
め

が
き
か
な
く
な
り
、
か
ら
だ
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

４
月
は
、
職
場
等
の
歓
送
迎
会
、

花
見
な
ど
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。
お
酒
が
好
き
で
も
無
い
の
に

付
き
合
い
で
飲
ん
で
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
？
　
飲
め
な
い
人
に
無

理
に
お
酒
を
す
す
め
る
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
　
短
時
間
内
で

の
多
量
飲
酒
は
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
で
死
亡
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
未
成
年
者
・
妊
婦
の
飲

酒
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
15
年
度
の
「
健
康
ひ
ゅ
う
が
21

計
画
」
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
飲
酒
経
験
者
が
10

歳
代
で
16.6
％
見
ら
れ
ま
し
た
。

意
外
な
こ
と
に
、
最
初
に
未
成

年
者
に
飲
酒
を
勧
め
た
の
は
保
護

者
や
家
族
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
神
経

を
マ
ヒ
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
た

め
、
飲
み
す
ぎ
る
と
脳
に
作
用
し
、

注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
た
り
、
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
長
年
に
わ
た

り
大
量
に
飲
酒
す
る
と
ア
ル
コ
ー

ル
を
処
理
す
る
肝
臓
に
も
影
響
が

出
た
り
、
妊
婦
の
飲
酒
は
胎
児
性

ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
を
お
こ
し
た

り
、
お
酒
無
し
で
は
い
ら
れ
な
い

依
存
症
も
お
こ
し
た
り
し
ま
す
。

未
成
年
者
・
妊
婦
は
飲
ま
な

い
、
周
囲
の
人
は
飲
ま
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
む

人
は
自
分
の
適
量
を
知
り
、
飲
め

な
い
人
は
上
手
に
断
り
、
飲
め
な

い
人
に
は
無
理
に
飲
ま
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
日
の
適
量
飲
酒
の
目
安
）

ビ
ー
ル
５
０
０
ml
、
焼
酎
お
湯

割
１
杯
、
日
本
酒
１
合
、
ウ
イ
ス

キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
、
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
１
杯
の
い
ず
れ
か
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
1
内
線
２
１
８
２
）

青島勝

小野政人

中島英陸
ひでたか

作家

▼
４
月
は
各
地
で
入
学
式
が
あ
り
、
満
開
の
サ

ク
ラ
の
下
で
１
年
生
が
元
気
に
学
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
▼
サ
ク
ラ
の
花
は
、
何
と
い

っ
て
も
日
本
を
代
表
す
る
花
。
満
開
の
花
の
下

で
お
花
見
と
称
し
て
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
、

歌
っ
た
り
。
こ
れ
ほ
ど
日
本
人
に
、
な
じ
み
が

深
い
花
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
▼
さ
て
、
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
報
ひ
ゅ
う
が
も
、

さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

2月中の交通事故（旧東郷町含む）
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
38件 0人 50人 78件
（±0） （－1） （＋8） （－15）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H18.3.１現在）

人　口 63,454 人
男 29,845 人
女 33,609 人

世帯数 23,969 世帯

転　入 112人 転　出 144人
出　生 44人 死　亡 39人
面　積　（H18.2.25～） 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

19

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
７
日(

金)

21
日(

金)

対
象
／
平
成
18
年
１
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
12
日(

水)

対
象
／
平
成
17
年
９
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
４
月
11
日(

火)

対
象
／
平
成
17
年
３
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
６
日(

木)

対
象
／
平
成
16
年
９
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
４
月
19
日(

水)

対
象
／
平
成
14
年
９
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
東
郷
会
場
は
対
象
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

東
あずま

優空
ゆ ら

ちゃん
(切島山１)

川中　惇
まこと

ちゃん
(花ケ丘)

乳
幼
児
健
診

妊
娠
中
は
な
ぜ
太
り
や
す
い
？

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

妊
娠
中
は
、
非
妊
娠
時
よ
り
も

血
糖
値
が
下
が
る
た
め
、
空
腹
感

が
強
く
な
り
食
欲
が
わ
き
ま
す
。

こ
の
血
糖
値
の
低
下
が
皮
下
脂
肪

の
つ
き
や
す
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働

き
に
よ
り
太
り
や
す
く
な
り
、
赤

ち
ゃ
ん
を
衝
撃
か
ら
守
っ
た
り
、

子
宮
の
保
温
に
役
立
て
た
り
す
る

た
め
、
皮
下
脂
肪
を
体
に
蓄
え
よ

う
と
す
る
の
で
す
。
皮
下
脂
肪
は
、

出
産
や
産
後
の
授
乳
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
た
め
に
も
必

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
羊

水
や
胎
盤
、
母
体
の
血
液
や
水
分

も
増
え
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
体

重
は
自
然
と
増
え
て
い
き
ま
す
。

妊
娠
中
の
体
重
の
増
え
す
ぎ

は
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
（
妊
娠

中
毒
症
）
や
難
産
に
な
る
割
合
が

増
え
ま
す
。
調
理
方
法
を
工
夫
し

た
り
、
適
度
に
体
を
動
か
し
た
り
、

楽
し
く
体
重
の
管
理
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

＊会場＝日向市民健康管理センター　

平
成
18
年
度
の
す
く
す
く
（
育

児
）
教
室
、
も
ぐ
も
ぐ
（
離
乳
食
）

教
室
な
ど
の
育
児
教
室
、
妊
婦
を

対
象
に
し
て
い
る
パ
パ
マ
マ
教

室
、
マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
の
日
程
を
知

り
た
い
人
は
、
日
向
市
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
向
市
で
実
施
し
て
い
る
育
児

教
室
等
で
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
終
わ
っ
て
一
段
落
し

て
い
る
人
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も

に
接
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
な

ど
、
詳
し
く
は
日
向
市
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
（
1
内
線
２
１
８
４
）

育
児
教
室
等
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



●編集●
日向市役所総務課

〒883－8555 宮崎県日向市本町10番5号
10982－52－2111

第12回日向ひょっとこマラソンＩＮ日向岬が３月12
日、サンドーム日向をスタート・ゴールとして開か
れました。２キロを親子ペアで走る種目が大人気。
なか良く、楽しそうに走っていました(４～５ページ
に特集）。

●印刷●
藤屋写真印刷㈱

NO.611

この広報紙は再生紙を使用しています。

日向市ホームページhttp://www.city.hyuga.miyazaki.jp/
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